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歴史的・文化的資料

デジタルアーカイブ

抽象度高

学術コンテンツ流通の拡がり

① データ利活用／国際的な
共同研究の促進

② 公的資金による研究成果
の社会への還元

③ 研究公正への対応

国際社会の要請

資金配分
機関

研究機関
（大学等）

研究者

オープンアクセスの推進

ファクト
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機関リポジトリを有する全ての大学・大学共同利用機関法⼈・国立研究開発法
⼈において、2025 年までに、データポリシーの策定率が 100％になる。

第6期科学技術・イノベーション基本計画（2021年3月26日閣議決定） 
p.59-60で言及された【科学技術・イノベーション政策において⽬指す
主要な数値⽬標】（主要指標）

公募型の研究資金162の新規公募分において、2023 年度までに、データマネジ
メントプラン（ＤＭＰ）及びこれと連動したメタデータの付与を⾏う仕組みの
導⼊率が 100％になる。 

研究者の研究データ管理・利活用を促進するため、例えば、データ・キュレーター、図書
館職員、ＵＲＡ、研究の第一線から退いたシニア⼈材、企業等において研究関連業務に携
わってきた⼈材、⾃らの研究活動に資する場合にはポスドク等の参画や、図書館のデジタ
ル転換等の取組について、2022 年度までにその⽅向性を定める。 

【科技、文、関係府省】

具体的な取組

オープンサイエンス時代における大学図書館の在り⽅について（2023年1月）
https://www.mext.go.jp/content/20230325-mxt_jyohoka01-000028544.pdf.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20230325-mxt_jyohoka01-000028544.pdf.pdf


公的資金による研究データ管理・利活用に
関する基本的な考え方
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令和3 年4 月27 日 内閣府, 統合イノベーション戦略推進会議

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/9kai/siryo3-1.pdf

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/9kai/siryo3-1.pdf
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内閣府Webサイトから公開された
研究データ管理の指針

中略

研究ＤＸ - 科学技術・イノベーション - 内閣府
https://www8.cao.go.jp/cstp/kenkyudx.html

基本的な考え⽅

推奨されるメタデータ

2022年～2023年にかけて、 「公的資金による研究データの管理・利活用に関す
る基本的な考え⽅」のための、「メタデータ共通項⽬」もガイドラインとして公
開された。

https://www8.cao.go.jp/cstp/kenkyudx.html


• 内閣府の指針に対応し、公的機関での研究
データ管理体制を急いで整える必要がある。

• 課題の一つとして、「RDMの基礎情報やベス
トプラクティス」の情報共有が十分ではない。
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国内の研究データ管理（RDM）の課題

■国立国会図書館
「メタデータ流通ガイドライン：研究データ編 」
https://iss.ndl.go.jp/information/guideline_researchdata/

■JPCOAR（オープンアクセスリポジト
リ推進協会）
セミナー「研究データのメタデータの共通項⽬への対応に向けて」
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/news/2022#news_20230309

https://iss.ndl.go.jp/information/guideline_researchdata/
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/news/2022
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RDM情報提供の重要性

• RDMの知識やノウハウを、日本語の平易な言葉で
説明する専門のサイトは日本にはまだ存在しない。

• 欧州RDMkitは情報をCC-BYで無償提供している。
• 今後、研究データの管理や知識はさらに重要性を

増すことが予想される。

・広範な日本の研究データ管理を実施している、
国立情報学研究所オープンサイエンス基盤
研究センターでRDM情報を収集

・RDMkitをベースとしたポータルサイト
「RDMkit-jp」から2023年6月に公開
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左側に折りたたみ式の
全項⽬のメニューを設置。

図形の中から直接クリックして、各フェーズの説明へ移動

トップページに、「研究デー
タ管理」に関する、平易な説
明と案内。

ソースはGitHubで管理
し、課題も受ける。

https://rdmkit.rcos.nii.ac.jp

RDMkit-jpサイト

https://rdmkit.rcos.nii.ac.jp/
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各大項⽬の説明とリンク

RDMkit-jpサイトのカテゴリメニュー
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統計情報

本家RDMkitに倣い、
CC-BYとする。

RDMkit-jpサイトの統計情報
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計画・収集・加工・
分析・保存・共有・
再利用の各フェーズ
ごとに説明

平易な日本語でのRDMに関する説明。

関連する項⽬や、説明の中で言及が
あったツールを下部にリンク。

理由付けや考え⽅を、利用者の立場
に立って説明する。

説明ページ内の章立て



12

研究者
データ管理者：研究
データ管理者：ポリシー
データ管理者：インフラ
の4ランクに分け、シナリオや
ToDoを説明。

役割ごとのページ
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識別子、既存データ、文書化とメ
タデータ、ライセンス、データ管
理、データ品質、データ分析、
データ公開、データマネジメント
プラン、データストレージ、デー
タの仲介、センシティブデータ、
コンプライアンスの監視おそび測
定、の項⽬に分けて説明。

欧州版RDMkitの考え⽅を踏襲しつ
つ、日本国内のツールや考え⽅に置
き換えて表現

タスクごとのページ
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文の中で言及されているツールや、
有用と考えられるリソースをリスト
化し分類。
リンク集ポータルとしても利用でき
るように。

リソースリスト
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RDMkit-jpのポイント：
• 公的資金による研究データの管理・利活用が必要とされる

背景
• 2023年6月に、RDMの基礎情報や公開例を体系化しサイ

トをリリース
• 国内の各学術基盤への道案内やサポート。
• 本家RDMkitは欧州とバイオ分野に特化した内容だったが、

チームで書き換えローカライズ。

今後：
• 内容については、今後フィードバックを受け品質向上を継

続。
• コミュニティとの連携を検討中。本家RDMkitだけでなく、

国内のRDM情報を必要とする分野と協調体制を確立して
いく。

• 新たな独⾃のリソースとして、RDMに関する絵素材の提
供を検討中。研究や説明のために利活用できるイメージ図
を掲載予定。

まとめ
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